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1、 はじめに

近年、文より大きな言語単位を分析し、そこに見られる規則性を明らかにする研究が盛
んになりつつある。談話分析、会話分析、あるいはテクスト言語学とよばれている分野で
ある。その中には、言語が持つコミュニケーション機能に助けを借りて、会話の構造の解
明を試みるものがある。たとえばSacks • Schegloff • Jefferson (1974)、国立国語研究所

(1987)、ザトラウスキー(1991)などの研究がそれにあたる。
一見とりとめのないようにみえても、どんな会話にも必ず始まりがあり終わりがある。

それが必然的である以上、そこに何らかの規則が働いていると考えてもおかしくあるまい。

またその規則の解明を、表面に現れる言賭形式だけでなく発話が持つ機能に求めることも、
会話が話し手と1舟き手相互のコミュニケ-ションであることから考えれば自然なやり方で

あると思われる。

本研究も、これらの先行研究を踏まえつつ、発話が持つ機能から日本栢の会話の構造を
見ていこうとするものである。

2、 発話の機能分類

Jakobson (1960)は、言語のコミュニケーション機能を、言語における最も大切な機能だ

と考え、それを［1]表出機能（送り手の内面を表出する機能）、［2 l刺敬機能（受け手
に働きかける様能）、［3 l表示機能（内容事物を表す橙能）、［4］鑑賞機能（表現を享受
させる機能）、［5]注釈機能（言業を意織させる機能）、［6]接触機能（送り手と受け手
のつながりを保つ機能）の六つに分類した（訳語は林(1979)による）。この分類は、言

罪の碁本的な機能を押さえている。しかし日本諾の会話ということを考えた場合、別の機

能分類も考えられる。なぜなら日本語の会話は、他言語の会話に比べあいづ・ちの回数が多
く、それが一つの特徴であるともいえるからである。本研究ではあいづちの機能にも箔目

し、八つの発話機能を定めることにした。

(1) 社交横能
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この機能は、・人間関係を円滑にするための発話が持つ機能で、Jakobson が「接触機能」
と名付けたものを参考にしている。「おはよう」などのあいさつことば、「ごめんねJ、「お
またせしました」などの感謝や謝罪、「こちらこぞ」のような感謝や謝罪に対する回避、

「はい」、「うん」などの呼ぴかけ、感謝表現に対する応答、「あんまり無理しないでね」

のような開き手に対する思いやりの表現などがこの機能を持つ。

(2) 情報提示機能

この機能は、会話の相手にある情報を伝えようとする機能で、 Jakobson がいう「表示

機能」と「表出機能Jをあわせたものである。ここでいう情報とは、事実内容だけではな

い。会話の相手に何か伝えたいものやことということで、発話者の感情や意志なども含ま

れている。たとえば「あの一」、「あっすみませんけれども」 のような場づくりの表現、
2) 

「それで」、「それだから」のような場をつなぐ接統的表現＇事実内容を表現したもの、感

情を表す相づちなどがこの機能を持つ。

(3) 応答要求機能
この機能は、会話の相手に何らかの応答を求める機能である。質問、確認、問い返し、

開き返し、同意要求、依頻などの表現がこの機能を持つ。
(4) 会話の相手の話をfl11いていることを表す横能（以下「開く」機能とする）

この機能は、話を円滑に進める役割を担う、聞いているということを示す相づちが持つ

横能を指す。
(5) 会話の相手の話を理解していることを表す機能（以下「理解」機能とする）

この機能は、情報に対する了解、会話の相手への理解・知微の共有を示すために打たれ

る、理解を示していることを表す相づちが持つ機能を指す。

(6) 会話の相手の話に同意していることを表す機能（以下「同意」機能とする）

この横能は、会話の相手に同意していることを示す発話が持つ機能を指す。

(7) 会話の相手の話に否定していることを表す機能（以下「否定」横能とする）

この機能は、会話の相手に意見の相述を伝える発話が持つ機能を指す。
(8)話の場をつないでいることを表す機能（以下「場」機能とする）

この機能は、会話がとぎれないように相づちを打つことで話の場をつないでいることを
相手に示す機能を指す。

3、 発話攪能の連鎖から見た日本語の会話の特徴

それでは、 2 節であげた発話の機能は、日本語の会話の中でどのように結ぴ付いている
のであろうか。資料として二人の参加者による計七つの糀話の会話、述べ1時f1118分12秒
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を録音し文字化し ’たもの を用い、その分析を行っ心はじめに隣接した全話機能連頷の特

徴を、次に発話を口接より長いまとまりー開始部・中心部・終結部ーでとらえた時の機能

述ij'(の特徴を見てみることにする。

[ I] 隣接した発話様能連鎮の特徴（表 1-5 参照）

発話者が一度交代するときに起こる隣接した発話機能連鎖の特徴は、 情雑提示機能から

「聞く」機能、「理解」機能に続く述餃が多いこと、「間く」機能、「理肝」機能からも情

報提示機能に続く迷鎖が多い こと、「同意」機能は一人の発話の機能の 一部になることが

多いこと、「否定」楳能や「楊」機能から始まる発話はほとんどないことなどである。っ

まり隣接した発話は、 情報を与えあうと言うより、一方の発話者から出された情報をいっ

たんもう一方の発話者が受けとめ受け入れていると・目うことができる。

[2]長いまとまりー開始部・中心部・終結部ーで見たときの発話機能巡鎖の特徴

会話の開始部では、社交対社交の復能巡錢が多く見られる。この機能連5.nは、 一組だけ

でなく何組かつながって現れる。そしてその連なりは、 接触開始の第一段陪としての 「呼

ぴかけ」→「呼ぴかけ」or「応答」、接触開始の第2段階としての「あいさつ」→ 「あい

さつ」、接触開始の第3段階としての「謝罪」→「謝罪回避」という手顛を踏む。 つまり

まず「もしもし」ー「もしもし」のように、 発話者同士がお互いのことを認紐し、自己提

示によりお互いが何者かわかると、「こんにちは」→「こんにちは」のようにあいさつの

決まり文句を使ってコミュニケ ー ションのチャンネルが広げられ、さらに「すみません」

→「いえいえ」のように会話を進めていく上で、あいさつよりさらに相手の心を應る表現

が用いられていくようになるのである。もちろんあいさつの前に謝罪の表現が出てくるこ

ともあるし、社交機能の巡統の中に情報提示機能を持つ自己提示や、応答要求様能を持つ

相手を確認する発話がはさまれることもあるが、会話の開始部においては、社交復能の巡

紐性が会話巡展の鑓を姐っていると言える。

次に中心部であるが、いくつかの社交機能の追鎖で話の場づくりを終えた発話者同士は、

中心部で目的を達成するための会話を行う。しかし初めから目的とする会話の内容に入る

のではなく、「えっとですね」、「いやだねえ」、「どう、元気」などの前匠きの発話を行っ

て会話の相手の様子を見ながら話を追めて いく。そのため前匠きの発話に対しては、必然

的に「はい」とか「ええ」のような、「1l11く」横能か「同意」機能を持った発話で答えざ

るをえない。つまり、中心部の第一段階である話題づくりの場では、情報提示機能ー「flfl

く」機能か応答要求機能ー「同意」機能の追鎮が必要になってくるのである。このように

して話題づくりを終えた発話者同士は、 い くつかの主要な摂能述鑽バタ ーンを繰り返しな

がら終結部へ向かっていく。そのバタ ー ンとは、次に示すようなものである。
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＝(1)＜情報提示機能→「間く」機能）の連飢は 一度で終わることは少なく、 二つ、．一

つ、多いときには七つ 、 八つと述萩して起こる。これは、 ある情報 が一度に全部提示され

るのではなく段階を追って出されることを示している。

例 会話者 会話 機能

F : それぞれ一何時間くらいで 情報提示

c: はい 「間く」

F: ぇーどういう内容の 情報提示

c: はい 「Pll<」

F : ぇー研修をやったと 情報提示

c: はい ・ 「間く」

(2) ＜情報提示横能→「聞く」概能→情報提示桟能→「理解」復能→情報提示楼能ー

「同意J機能〉の連鎮

この逍領は、情報の提示者が出す情報の亜によって情報の受け手の発話機能が変化して

いくことを示している。 つ まり情報が少ししか出されていない段階では、 その受け手側は

内容の予澗がつ かないため、「ll!lく」機能の発話しかできない。ところが情報の内容が明

確になるにつ れ、 その内容が把握できるようになるので、「理解」様能の発話ができるよ

うになる。 そして相手が理解してくれたことを踏まえた上で、 さらに情報を提示したり理

解に対して共惑する「同意」攪能をもった発話が可能になるのである。

例 会話者 会話 機能

E : もう、 ちょっとねえ 情報提示

A: うん 「1l11く」
E: だって両眼で0.8かなあ0.1、 い、．0．あ1.0 情報提示

A ・・ うんうん 「理解」

E: ぐらいになるまでにしてたの 情報提示

A: あっそうなの、 前は 「理解」＋情報提示
E ・． ． うん、 りょうほうの目で 「同意」＋情報提示

(3)終結部へ近づいたことを示す「理解」機能と「同意」機能〉あるいは「同意」橙

能〉のだけの述鎖'

会話が終結部へ近づくと、「理解」様能と「同意J、 あるいは「同意」横能〉だけの紐み

合わせが多くなる。発話者が一つの情報が終了したことを示す「理解J楼能と「同意J機

能の発話しか行わないことにより、 これ以上自分から新しい情報を提示することはないと

いうことを相手に示すことになる。
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例·会話者．
c: 

． 会話
そうしたらはいっ、とかなんとかとかって

ゆってくれればいいかもしれない、うんふん

機能

情報提示＋「同意」

K: 

c: 

S) 

うんうんうんうん ／／ ／／ う一ん

·う 一ん
「理解」＋情報提示＋「同意」
「同意」

K: わかったあ 「理解」
c: う一ん 「同意」

最後に会話の終結部であるが、この部分では、開始部と同じように人間関係を円滑に保

っための社交横能を持つ発話が多く用いられる。しかも1開始部と比較してより長く、まと

まってその述鎖は起こる。これは終結部を急ぎ過ぎると会話の相手に庖突な印象を与える

ため、一定の長さが必要であるからだと思われる。また、開始部の社交様能を持つ発話は、
「呼びかけ」から「あいさつ」そして、「甜罪」の顛序で進められることが多かったが、

終結部では「謝罪」から「あいさつ」と順序が逆になっており、しかも「あいさつ」は一

度でなく繰り返される傾向にある。別れのあいさつを繰り返すことで会話が終了すること
を惜しみ、会話の相手に不快感を与えることを避けているのだと思われる。

4. まとめ

前節で日本栢の会話における発話機能連鎖の特徴を見てきた。まとめとしてそれらを踏

まえた上で、日本語の会話における発話横能辿鎖のモデルを示したいと思う。
前節で浮かぴ上がった繰り返し現れるパタ ー ンを会話全体の流れでとらえると、そこに

基本の発話機能巡鎖があることがわかる。それはまず社交機能から始まる。社交機能は、

自己提示の役割を担う情第1l提示機能をllllに骰き、「呼びかけ」→「呼びかけ」or「応答」
→「あいさつ」→「あいさつ」or「応笞」→「謝罪」→「謝罪回避」という流れに沿って
第1段階から第3段陀まで進んでいく。それが終わると話迎づくりのために情報提示楳能

を用いた発話が行われる。この発話は、次の「l絹く」機能をもった発話で情報の提示を承

認され、さらなる梢報提示のため、 情報提示横能→「間く」機能の発話が繰り返される。
こうやって情報の内容がわかってくると開き手となっている発話者は、「flll<」横能から

「理解」機能、「同意」概能へと機能の独類を変えた発話を行うようになる。この追鎖は、
新たな情報が提示されるたぴに繰り返される。 そして発話者同士が情報を提示しなくなっ

たところで、終結の第一段陪である「謝罪」or「感謝」→「謝罪回選」or「感紺回避」or
「応答」の社交横能が現れる。最後に社交機能の第2段階と第3段階である別れのあいさ

つが辿萩して起こり会話は終了する。
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この基本の発話機能連鉄は、発話者同士が会話の相手の発話を間き漏らさず、また何の
疑念も持たずに受け入れる時に起こる述傾である。ところが実際の会話では、一方の発話

者がもう一方の発話者の情報提示に対して自らも情報を提示したり、その発話者の話に割
り込むことで強引に話の主導権を握ったり、開き逃がしたところを確認したり、というよ
うなことが起こる。このような時、この基本の発話機能連鎖にいくつかのバリエ ーション

が生まれる。たとえば次のようなものである。
(1) バリエ ー ションa

情報提示機能→「同意」機能＋情報提示機能

基本の発話横能連絞では、一人の発話者が話の主導権を握る。もう一方の発話者が情報
提示を自ら行いたい場合このような機能連鎖が現れる。

例会話者 会話
E: カッカチンカチンになっちゃう
A: う一ん だからねえ、それ効くとか

いってたよ
(2)バリエーションb

「聞く」様能
｝

「理解」機能 →情報提示機能→情報提示機能（だから）

機能

情報提示
「同意」＋情報提示

話の主導権を揺る発話者から、もう一方の発話者がどうしても話の主導権を奪いたい時、
「だから」を使って主沸権を握っている発話者の発話に割り込むといった形がとられる。

例会話者 会話 機能
A: うん
B: だから今度の計符が
A: だからあれはだから今んとこ来てないなら

(3) パリエー ションC

応答要求機能→「同意J機能→情報提示橙能

「IJll<J
情報提示

情報提示

話の主導権を握る発話者が、もう一方の発話者に帷認したり岡意を求めたりしながら話
を進めていくときに起こる機能述鎮である。

例会話者 会話

F: まあ、初、初級中級とありましたよねえ
c: はい・

F: それぞれ何時間ぐらいで
(4)バリエー ションd
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情報提示機能→応答要求機能→「同意」機能

話の主消権を硯る発話者の情戟提示に対して、 もう 一 方の発話者が確認したり同意を求

めたりすることで、 主導権を持っていない発話者によって情利に対する補足が行われると

きの機能連鎖である。

例 会話者 会話 機能

c: あわてふためいちゃってさ

K: なんか構想発表会みたいんだったんでしょ

c: そう

(5)パリエ ー ションe

情耕提示機能→応答要求機能→情報提示機能

惜報提示

応答要求

「同意」

話の主導権を姐る発話者の情報提示に対して、 もう 一方の発話者がさらなる説明を求め

たとき機能連鎮である。

例 会話者 会話
・

機能

A: あとは今全然予定ない

B ： で会社いつまでなの

A : 29 

情報提示

応答要求

情報提示

これらのパリエ ー ションは基本の発話機能連鎖に線み込まれる形で起こり、 会話に広が

りを持たせる役目をhっている。 それらを統合すると次のような日本語における発話概能

連鎖のモデルを作り上げることができる。

日本語の会話における発話機能述餃のモデル

社交恨能：開始の第1段階［呼ぴかけー呼ぴかけor応答］

I 

情報提示復能［自己提示］

↓ 

社交機能：開始の第2段階［あいさつ一あいさつ］

l 

社交機能：開始の第3段階［謝罪 一 謝罪回避］

情報提示復能［話姐づくり］

↓ 

「開く」機能
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能

↓

能

機

機

示

ー一

提

く

報

聞［
情

e
 

情

↓

応

→

．
一［
 

応

優先 非優先

「同意J機能

↓ 

「同意」機能

または

「理解」機能

↓ 

社交機能：終結の第1段階［謝罪or感謝一謝罪or惑謝回避or応答］

↓’ 
社交楼能：終結の第2段階［別れのあいさつ ー 別れのあいさつ］

↓ 

「否定」概能

または

「場」機能

i
社交機能：終結の第3段階［別れのあいさつ ー 別れのあいさつ］

※このモデルの全てがいつも起こるのではなく、一部はしばしば省略される。

発話複能の連鋲を分析すると、規則性がないように見える会話にも基本となる構造があ

ることが推察される。今後会話資科の充実を図り、言師の様能而からだけではなく言節形

式の面からもその構造を解明していきたいと考える。

注

1)特に話しことばだけに言及する場合、「文」の代わりに「発話」を用いる。
2)単独で現れた発話だけが佑報提示機能を持つと考えた。
3)一つの発話が一つ以上の発話褪能を持つこともある。また発話述訊は、A 1 - B 1 (Aの発話の

一番目とBの発話の一番目）で一紐、Bl-A2 (Bの発話の一番目とAの発話の二番目）で一
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紐として数えられている。

4)一方の発話者の「呼びかけ」に対し、もう一方の発話者が「呼びかけ」か「応答」のどちらかの

発話を行うことを表している。以下、「→」は、発話者が交替することを示すために用いる。また

「＋」は、一人の発話者が二つ以上の横能を持つとき、機能と撓能をつなぐために用いる。

5)はっき；り‘•ささとれなかった発話を表す。＇

ヽ＇
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会話安科 A B C D E F c 計

全発話追鋲数 127 148 179 416 423 “° 770 2,703 

「社交
（

」
％

迩
）

鋲数 20 13 7 15 13 17 19 104 
(15. 7) (8.8) (3.9) (3.6) (3.1) (2. 7) (2.5) (3.9) . ·-·----· -------------·

「惰戟
（

」
％
述
）

鎖数 36 56 69 149 139 246 307 
(3
1,7 

002 
(28.3) (37.8) (38.5) (35 .8) (32.9) (38.4) (39.9) .1) · ·,．．．．．．· • •• · • • ● * • •幽ヽ— --· -...... ...雫•.. . ... 疇•---------· ........... ........... ···-·--···· ·········· .．ー・やや-喩•--

「応答
（

」
％

i!1!
）

飢数 19 5 13 46 44 71 ·. 67 265 
(15.0) (3.4) (7 .3) (11.1) (10.4) (II.I) (8. 7) (9.8) 

●疇●•.. -........ -....... -·�········ ----. -- -... -···----·- ... · · • ＊疇・· * -·········- · · ●疇雫...雫.. ········�雫• ·····-----
「間く

(
」%巡

)
鋲数 11 32 32 38 75 97 98 383 

(8.7) (21.6) (17. 9) (9.1) (17. 7) 
.

(15. 2) 
. 

(12. 7) (14.1) 疇雫........ ....曇•.．．．..． .....囀..... • · •・●●一●ー・｀ ........... --------·-· ........... 
「理解

（
」述鎮数 10 22 27 69 55 67 91 341 
％） (7.9) (14.9) (15.1) (16.6) (13.0) (10.4) (11. 8) (12.6) 

······------·········· ........... ----------- - - - - -亭· • · • - ●雫雫雫....... ··········· ........... ........... ----······ 
「同意

（
」
％

速
）

鎖数 30 20 28 96 88 132 177 571 
(23.6) (13.5) (15.6) (23.1) (20.8) (20.6) (23.0) (21.1) .....・・・．．．．．．．．．．．．．．．

「否定
（

」
％）
連鎖数 l 2 3 5 、 7 18 

(0.8) (0.5) (0. 7) (0.8) (0.9) (0.7) 
--・ー・・・”-·--·········· .．.．．-- -• -、 .......... · · • · •一●疇●雫 ·· · •'·� • ·� · • · • ........... ．．．．●●一．．． ..�—... -.... ·---------

・「場」
（％

迎
）

飲数 3 1 6 5 4 19 
(1. 7) (0.2) (1.4) (0 .8) (0.5) (0. 7) 

表 1 全発話連鎖に占める各襴能から始まる発話連鎮

表 2 情輯援示襴能から始まる運鋼のうち 1 対 1 対応をしている饗能遅鎖の内容

会話資料 1 A | B | c I D | E I F | G | nt 

全 1対 1 対応数
.......... 

情一社
（％） 

.......... 

悧一悧
（％） 

.......... 

情一応
（％） ．．．．．．．．．． 

惰一聞
（％） 

.......... 

悧ー理
（％） 

.......... 
M-Jill 

（％） ．．．．．．．．．．
惰一否

（％） 
..........
俯ー場

（％） 

29 

(34. �� I (12.sf I (14.of I (20Jf I (13.みf I (20.�t I <22.!> I c1/�> 

51 一

(17.3) 

47 51 I 10s I 100 I 151 I 2os I 100 

1 | 2, -
(1.8) I (1.8) 

2
)

 
3

 
ー（

 

5 
(0. 7) 

(5.i I (13.if I c11.M I (14.�f I <11.まf I (1 1. if 

(27.6f l (55.gf l (38．翌 I (26Jf I (49.if I (41.�� I (27.�f I (3/翌
<10.i l (29.�f I c22J� I (27 ．器 I (24.器| （16.g! | (23.;fl (22！閤
c10.3r I c2.1f I (14.of I (loJt I c2.of I cs.Jf I (14.翌 |(9.gf

2 
(3.5) 

1, -

(1.0) 

1
)7．

 

゜

(0.5}|（O.3f -------· 
3 

(0.4) 
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表3 「聞く」饗能から始まる運鎮のうち1対1対応をしている機能遷鎖の内容

会話費科 A B C D E F G 計

全1対1対応数 7 28 29 30 58 71 71 294 

1l11一

）
情 5 25 26 26 

(96.65

) 

6 
(93.0

6
6 ) 

67 271 
（％ (71.4) (89.3) (89. 7) (86. 7) (94.4) (92. 2) ····· · ······ ·--······ ·· · ········· ...... .... ---··· ·- ··· · ,.— ▼ ● * ·· ＇ー、＇’ ．．．．．．．．．． ． -- -··- -·-· 疇 �—..... . ... · ト．． ト ー· • �  ● ● · �雫

聞（一％応） 2 
(10. 7) 

3 3 3 2 5 4 22 
(28.6) (10.3) (10.0) (3.4) (7.0) (5.6) (7.5) 

.... .............雫--· -- ．．．．．．．．．．． 雫● ● ●．． ． ．．．． ,． ． .．．.．鴫• · • - - - ·隼一.. 疇· ．． ．．．．．． ． ． .. . ....＊● ● -- -· • · -· • · ．．疇 .... ... -

聞（一％）理 . 1 
(0.3t 

表4 「理解」機能カヽら始まる遷鎖のうち1対1対応をしている複院連鎖の内容

会話安料 ＾ B C D E F G 計

1対1対応数 5 16 18 44 23 34 50 190 

理（一％社） 1 l l 1 
(2.1

4 
) (20.0) (6.3) (4.3) (2. 9) 

....．．.．．．-· ·.．．．..．.. —·’＊・-·雫ー．． · •‘,.．．.．, ．� ― ●疇·�•-·· • ’噸● ー・ ....雫• · • ● ● -·-· ·· ··
-- ·

·
·
· - ·
···· .. · •• ·,. ． ． ·,...．· • -·’ ’  

理（一％）情 2 12 16 29 ， 26 
(72.036 ) (681.430 

) ｀ (40.0) (75.0) (88. 9) (65. 9) (39.1) (76.5) ...................... ····--····- ---· • -•- · • ··-···呻ーー ・・ .. 噸�· '“* · • *.． .．-...... · ..雫ー ・ ..... ...... ..噸 .. ...... .... 

理
（
一％ 応） (4.6) 

2 2 3 5 12 
(8. 7) (8.8) (10.0) (6.3) 

雫●··· •·• ●. ● ＊. •....・ ... ... ........ ······-···· ----------疇 ·---·-·---- 鴫,........・・ ·-····· ・ ・ ..彎•······· ... . -.. . - -

理（ー％）(ll] 2 3 2 13 11 4 ， 44 
(40.0) (18. 7) (11.1) (29.5) (47.9) (11.8) (18.0) (23.2), 

襄5 「同意」檀能から始まる連鎖における機能の組みあわせ

会話費料 A B C D E F G 計
・

全「1司」連鋲数 30 20 28 96 88 132 177 571 

1対（％1対） 応 (33.
1

4
0 
) (45.0， ) 

15 42 
(44.3

39 

) (37.950 ) (37.
86) 7 

(402.6
3) 2 

(53.6) (43.8) 
．．．．．．．．．ー．．． ．．．．．．．．．． ··········· .....．曹『．．＇ ．． ·-----···-- ... --- -.... ．．．．．． ．．．．． ......... - ••••• e ••••• ・・・ ・ •---• · 

1対（％2対） 応 (16. 7) 
5 

(15.0) 
3 3 7 

(6.86 ) (3.8� 
17 46 

(10.7) (7.3) (9.6) (8.1) ＊・・....囀'..．.．..．．．．．. . ······•···· ......... . ........... ........... ..... ..... .......... . .. ....や 雫•
2 対（％1対） 応 7 

(30.0) 
6 8 

(33.33) 
2 

(31.8
2

) 
8 41 

(32. 527 ) (31.
1

379 
) (23. 3) (28.6) (31. 1) 

··········· •' 彎• • ·'* • •'· • • • ．．．．．． ．．． ． --···-·- -· - -· • · - - -- - .．.．..．-- - ········· ·· ... .  -... ... .... . ...... - --- ·ー ・・．．
2 対（％2 対） 応 4 2 2 

(6.2
6 ) (9.1) 

8 16 
(10.21

8 
) 

56 
(13.3) (10.0) (7.1) (12.1) {9.8) 

·····················雫・ .．＇· · --· • • * --····-·-·· --● ● 疇•.. . .. .......... ........... 噸 '.”'·• ● * • • • • · •....．．..· .. --- -... -

そ（の％他） 4 
(9.4

， 
) 

7 
(15.21

0 
) (10. 12

8 
) (10. 52

8 
) (13.3) (8.0) 

表注）1.「社交」は「社交機能」の、「竹報」は「情報提示機能」の、「応答」は、「応答要求機能」
の、「JIiiく」は、「第一発話者の話を聞いていることを表す機能」の、「理解」は「第一発
話者の話を理解していることを表す復能」の、「同意」は「”一発話者の話に門意してい
ることを表す憬fll!」の、 m定」は「第一 発話者の話に否定していることを表す機能」の

f場」は「話の場をつないでいることを表す機館」の略である。
2.会話時間は、 A -2分55秒、B- 2 分51秒、C-4分16秒、D-9分， E -1”氾0秒、

F-21分、C-17分2呪りである。
3. 1対1対応とは、二人の発話者のどちらの発臣も 一つの機熊じか持たない時の対応とい

うことである。
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